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開催
期間

開催
会場

受講
対象

10/11（木） 11/7（水） 12/13（木） 1/10（木） 2/14（木） 3/14（木）

東京都港区芝浦1-13-10 第3東運ビル 4Fセミナールーム HIBIKI

自家物流物流責任者（物流部長）、中堅大手３ＰＬセンター長・
現場管理者、中堅中小３ＰＬ企業経営者・経営層、物流ソリュー
ションベンダーや物流不動産ファンドの顧客担当者など

Logisitcs Labour Management研究会
【全６回】～通称：物流現場人材研究会～

現場で働く人の“やる気”を“最大限”引き出す研究会

ナビゲーター 柴嶺哲（Satoshi SHIBAMINE）

物流現場人材研究会とは？
（１）物流業界“随一”の“現場力”と評され、物流関連業界団体から

の視察が相次いだ物流現場を作り上げた元経営者“直伝”の
会員参加型のワークショップ形式の研究会です。

（２）物流業界において、徐々に、ＡＩ＋自動化の波が押し寄せ
る今、設備投資コストを負担出来る企業を除けば、未曽有
の“人材難”。そんな時代こそ、“現場力”が物流現場の成否
を分けます。“働く人”との向き合い方を学ぶ研究会です。

（３）上昇し続ける現場スタッフの賃金単価、あるいは、現場の
スタッフ採用難、定着率の低下など、物流現場で働く人に
関する問題から脱却したい方のための研究会です。

（４）採用法や採用ルーツなど“小手先”のノウハウが散見される
なか、「人あってこその物流業界」との原点に立ち返り、
“人”の課題を抱えた物流現場管理者、センター長、経営者
の悩みを共有し、ともに解決策を考える研究会です。

（５）任意参加の懇親会では、「物流萬相談」も、乞うご期待！

良品計画物流子会社元社長が直伝！“現場活性化法”。

自動化の波が押し寄せる今こそ、“現場力”が成否の要。

Abput a workshop for the study of Logistics Labour Management  

50年生まれ。繊維産元商社入社。
取締役営業部長としてアパレルの
企画・生産・流通に精通。95年
「株式会社良品計画」物流子会社
「株式会社アール・ケイ・トラッ
ク」入社、常務を経て04年 代表
取締役社長就任。05～06年 良品
計画流通推進部長を兼任し、良品
計画の物流改革に取り組む。その
後、社長専任に復帰し、「物流現
場は労働集約型。人によって、

受講料（消費税込み）：￥120,000-（￥20,000-×6回分）
＊上記は１名様分料金。原則。お申込者様宛にご請求書を発行します。
＊ご請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込み下さい。
＊本講義内容を自社の研修等で希望される方は別途ご相談下さい。

大きく変わる」を理念にスタッフとの係わりを大切にし、
人材育成に尽力。（社）日本ロジスティクスシステム協会、
（社）日本３ＰＬ協会など、ロジスティクス関連の業界
団体からの視察依頼が相次ぐ、「日本一、女性が働き易い
会社」、「日本一、働く人がイキイキとしている」物流
現場を作り上げる。14年、（社）日本３ＰＬ協会理事就任。
15年 ㈱アール・ケイ・トラック代表取締役社長退任。
株式会社物流人材研究所を設立し代表取締役就任。

㈱物流人材研究所 代表取締役

主催・事務局：㈱ロジラテジー TEL 03-6869-1161 ／ 協賛：イーソーコ株式会社

☑ 派遣会社依存増、スタッフ採用難、定着率悪化から脱却したい！

☑ 現場で働く人の“やる気”と“能力”を引き出す“コツ”を掴みたい！

☑ 現場で働く人を起点に“再構築”、“現場”も“会社”も良くしたい！

☑ 人と向き合い“笑顔”が溢れる現場を創り、“生産性”を上げたい！

【先着１５名様】 【社内回覧】



第１回：2018年10月11日（木） 第２回：2018年11月7日（水）

今、物流現場に伝えたいこと ～物流現場をつくるのは人～ 物流現場のスタッフ“定着率”は、物流現場の「通信簿＝生産性」

ＡＩ・自動化時代の今だからこそ真剣に考える“現場力”とは何か？
物流現場の“やる気”に火をつける“柴嶺流”物流現場マネジメント

現場スタッフの“定着率”と“通勤距離”で現場力が透けて見える
採用法ではなく、働き続けてもらうためにすべきことを考えろ！

【第１部】Keynote speech
15:30～16:30 開講にあたって ～今、物流現場に伝えたいこと～

“やる気”に火をつける“柴嶺流”物流現場マネジメント
＊良品計画子会社社長時代の取り組みを一挙公開
＊私が目指した“３つ”の“日本一”な物流現場づくり
①日本一、女性が働きやすい現場
②日本一、スタッフと会社が向き合う現場
③日本一、モチベーションの高い現場

【第２部】Workshop
16:30～16:40 “柴嶺流”物流現場マネジメントの“気づき”を記入
17:40～17:25 自己紹介、及び、会員発表（１人2分）
17:25～17:30 第２回研究会課題説明「現場スタッフの定着率」

＊終了後、研究会キックオフの懇親会（各自実費負担）を予定。
＊各回、任意参加ですが、初回は可能な限りご参加下さい。

【第１部】Keynote speech
15:30～16:00 現場の定着率が現場生産性を高める最重要ＫＰＩ

＊社員の採用負荷という収支に見えないコスト
＊定着率が高い現場は、生産性が高くミス率が低い
＊データで見る熟練パートと派遣社員の生産性の違い
＊経営者、管理者が定着率を高めるためにすべきこと
＊物流現場の定着率と物流現場の収益性は直結する

【第２部】Workshop
16:00～17:00 会員発表（１人３分）＊今回の気づき・前回課題発表
17:00～17:25 Discussion ＊全員で“定着率”について討議
17:25～17:30 第３回研究会課題説明「現場力とは何か？」

＊終了後、会場周辺で懇親会（各自実費負担・任意参加）を予定。

第３回：2018年12月13日（木） 第４回：2019年1月10日（木）

今、改めて問う、“現場力”とは何か？～改善が必要だと思う人創り～ 労働集約型の物流現場こそ、女性を活用した現場が強くなる！

“改善が必要だ”と自発的に思う現場スタッフを創ることこそ“現場力”
会社と現場スタッフが真剣に向き合って初めて可能になる“現場力”

きめ細かさや正確さが要求される業務内容だからこそ女性が活きる！
女性が作業し易いという視点で、物流業務を見直したことはあるか？

【第１部】Keynote speech
15:30～16:00 御社の“現場力”とは何か？ ～実は曖昧な現場力～

＊“柴嶺流”、物流現場における“現場力”とは？
＊改善が大事だと思う“人”創り
＊現場スタッフが、自ら考え・行動する“仕組み”創り
＊現場からの声が経営者に届き、反映する“職場”創り
＊必ずしも、物流ＫＰＩと紐解かない“声”も重要
＊現場スタッフに会社の課題を共有出来ているか？

【第２部】Workshop
16:00～17:00 会員発表（１人３分）＊今回の気づき・前回課題発表
17:00～17:25 Discussion ＊全員で“現場力”について討議
17:25～17:30 第４回研究会課題説明「女性活用の視点」

＊終了後、会場周辺で懇親会（各自実費負担・任意参加）を予定。

【第１部】Keynote speech
15:30～16:00 “柴嶺流”、物流現場における女性活用事例

＊日本一、女性が働きやすい現場を目指した理由
＊正社員39％、スタッフ98％、管理職45％が女性？
＊女性が働き易い現場になった結果、どうなったか？
＊フォークマン？が当たり前は、物流業界の先入観！
＊一番、こだわった「育児休暇後の職場復帰率100％」
＊女性目線だから出てきた改善提案事例

【第２部】Workshop
16:00～17:00 会員発表（１人３分）＊今回の気づき・前回課題発表
17:00～17:25 Discussion ＊全員で“現場力”について討議
17:25～17:30 第５回研究会課題説明「専門家に学ぶ人材活用」

＊終了後、会場周辺で懇親会（各自実費負担・任意参加）を予定。

第5回：2019年2月14日（木） 第6回：2019年3月14日（木）

【特別ゲスト講演】 社長も社員も幸せになる方法 多くの物流現場は、賃金単価だけで現場スタッフを見るから間違える

～「働く」を変え、「会社」が変わり、「人」が集まる～
株式会社働きかた研究所代表取締役 平田未緒 様

７年近く上がり続ける“平均時給”に振り回される物流現場は健全か？
人事・組織の専門家が説く、現場スタッフ給与体系に大いに疑問！？

【第１部】Keynote speech
15:30～16:30 特別講演：社長も社員も幸せになる方法

＊自社にも「働きかた改革」が必要なのか？
＊自社の「働く」を、どう変えていけばいいのか？
＊なぜ「働く」を変えると、「会社」が変わり
「人」が集まるのか？
＊社長も社員も幸せな会社とは？を実例公開！
＊幸せの源泉「相思相愛マネジメント」とは？
＊相思相愛な企業に至るまでの外から見えない苦労
＊10年後から逆算し、会社がいまやるべきこと

【第２部】Workshop
16:30～17:25 Discussion ゲスト講師も登壇
＊全員で“相思相愛マネジメント”について討議
17:25～17:30 第6回研究会課題説明「現場スタッフ関連の制度設計」
＊終了後、会場周辺で懇親会（各自実費負担・任意参加）を予定。
＊第５回は、特別講義のため会場が変更になる場合があります。

【第１部】Keynote speech
15:30～16:00 “意外”と間違っている現場スタッフ給与・働く時間

＊現場スタッフ給与の肝は“オープン”＆“フェア”
＊給与の違いをハッキリ説明出来る給与体系が重要
＊現場スタッフに、一方的に押し付けがちな働く時間
＊現場スタッフが便利な作業時間に出来ないのか？
＊子育て優先、家族優先の二軸で働きやすくなる

【第２部】Workshop
16:00～17:10 会員発表（１人３分）＊研究会に参加しての気づき
17:10～17:30 閉校式

＊終了後、会場周辺で懇親会（各自実費負担・任意参加）を予定。
＊各回、任意参加ですが、最終回は可能な限りご参加下さい。

プログラム 第１部・第２部：15:30～17:30 ＊研究会終了後：希望者による懇親会（別途実費負担）を予定

【注意事項】

＊上記の研究会開催スケジュールは、あくまで予定です。諸事情により、ゲスト講師や研究会の内容、登壇の順番等が変更になる場合があります。
＊天変地異その他の事由により、研究会の開催日を変更する場合がございます。その場合は、出来るだけ早くご連絡申し上げます。
＊天変地異等の事由により、研究会の開催を中止、または、開催日を変更した場合でも、開催日変更等に伴う交通費その他の補償は一切致しかねます。
＊主催者の許可がある場合を除き、研究会開催中の動画・写真撮影、音声録音などを禁止させて頂いております。
＊各回研究会の模様は、イーソーコ株式会社が運営する「物流不動産NEWS」に、研究会レポートとして掲載させて頂く予定です。

みんなの物流～Our Logistics～ Originality・Unique・Reality Logistics Produced by のぶ★よしたか

主催・事務局：㈱ロジラテジー TEL 03-6869-1161 ／ 協賛：イーソーコ株式会社



【Logistics Labour Management研究会お申し込み用紙 ／ 受講票】

ＦＡＸ ０３－6869－1162 （事務局 延（のぶ） 宛）

主 催 ：株式会社ロジラテジー（事務局） 協 賛 ： イーソーコ株式会社
開催日 ：2018年10月11日（木）、11月7日（水）、12月13日（木）、2019年1月10日（木）、2月14日（木）、3月14日（木）

時 間 ：15：30～17：30 終了後：希望者との懇談会を予定（任意参加・会費制）

場 所 ：東京都港区芝浦1-13-10 第3東運ビル 4Fセミナールーム ＨＩＢＩＫＩ
※ ＪＲ山手線・京浜東北線「田町駅」港南口（東口） 徒歩７分 ／ 都営三田線・都営浅草線 「Ａ６」 「Ａ７」 出口 徒歩８分

受講料（消費税込み）：【全６回】 総額120,000円
＊お支払い方法についてはお気軽にご相談下さい

最低敢行人数：15名

＊お申込者様多数の場合、同日別時間（13:00～15:00）にて、追加講義を開催する場合が
ございます。また、自社での終日（半日）研修での開催も可能です。お気軽にご相談下さい。

「Logistics Labour Management 研究会」（通称：物流現場人材研究会）

＊「※」印は、必須事項です。必ず、ご記載下さい。

≪切り取り線≫ ≪切り取り線≫

【お問い合わせ】

みんなの物流 事務局 担当 延（のぶ）

〒108-0023
東京都港区芝浦3-14-19 大成企業ビル6F
株式会社ロジラテジー内
TEL 03-6869-1161 FAX 03-6869-1162
※留守の場合があります。お急ぎの際には携帯まで
Ｍｏｂｉｌｅ 090-1203-8177

E-mail: info@logirategy.co.jp

※ご希望されるお申し込み内容に、チェックお願いします。

□ 「Logietics Labour Management 研究会」 【全６回】 に申し込みます
（※第一回目の研究会で、受付時、お名刺を２枚頂戴します）

＊研究会の会費のお支払い方法をご選択下さい （＊研究会開催後の途中解約はお断りさせて頂いております）

□ 銀行振込 ： お一人様 合計 ￥120,000-（消費税込み） ／ 1回 ￥20,000 × 6回分 ＊ご請求書が届き次第、お振込み下さい。

□ お支払い方法、または、お支払日を相談したい □ 本研究会の内容を自社の研修等で希望する（＊応相談）

＊金額はいずれも消費税込み。 ＊ご請求書の宛名がお申込者様異なる場合、ご請求書送付先の部署・氏名などをご記載願います。

※会社名

※会社住所 〒

※ＴＥＬ ＦＡＸ

※氏名 ※役職

※E-mail ※携帯電話

mailto:info@logirategy.co.jp

